
い
し
ぴ
ぎ
仇
貝
髪
ば
嬉
凡
洪
掃
な
ぬ
ゅ
ち

蚤
十
砥
志
洪
掃

　

農
住
都
市
構
想
は
農
家
と
農
協
が
主
導

す
る
都
市
近
郊
農
村
の
新
た
な
地
域
社
会

づ
く
り
の
こ
と
で
、
昭
和
４５
（
１
９
７
０
）

年
、
都
市
化
に
直
面
す
る
都
市
近
郊
の
農

村
の
再
編
策
と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
佐
町
で
は
昭
和
４６
（
１
９
７
１
）
年
頃

よ
り
始
ま
っ
た
乱
開
発
に
対
応
す
る
た

め
、
農
住
団
地
が
単
に
宅
地
の
提
供
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
団
地
内
だ
け
で
な
く
周

辺
農
村
に
自
然
の
保
護
と
生
活
環
境
の
向

上
を
も
た
ら
す
よ
う
、
安
佐
町
の
特
産
で

あ
る
「
花
木
」
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
街

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

上空から見たあさひが丘：平成５（１９９３）年撮影

地
域
の
団
結
力
を
高
め
る「
大
運
動
会
」。

毎
年
、秋
に
開
催
さ
れ
、多
く
の
町
民
が
参
加

写
真
は
平
成
２６（
２
０
１
４
）年
の
様
子

あさひが丘の完成記念で作られた旧安佐町民センターホールの緞帳。

今は安佐公民館のホールにある

近
隣
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
「
と
ん
ど
ま
つ
り
」。

町
民
の
冬
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る

春
に
は
満
開
の
桜
の
下
、
さ
く
ら
ま
つ
り
が

催
さ
れ
る
。町
民
の
憩
い
の
ひ
と
時

　

あ
さ
ひ
が
丘
は
毛
木
・
後
山
地
区
に
農

業
を
守
り
な
が
ら
都
市
化
に
対
応
す
る
こ

と
、
そ
し
て
広
島
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
町
づ
く
り
の
た

め
、
昭
和
４６
（
１
９
７
１
）
年
に
農
住
都
市

団
地
計
画
が
な
さ
れ
、
昭
和
４８
（
１
９
７
３
）

年
に
約
１
４
６
ｈ
ａ
の
造
成
に
着
手
、
昭

和
５０
（
１
９
７
５
）
年
１２
月
２０
日
に
入
居
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
５１
（
１
９

７
６
）
年
１１
月
、
当
時
の
安
佐
町
の
人
口

１
万
数
千
人
が
２
万
数
千
人
に
な
る
団
地

と
し
て
完
成
。
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
西

日
本
最
大
規
模
の
団
地
で
し
た
。

　

昭
和
５３
（
１
９
７
８
）
年
６
月
に
は
１
千

世
帯
を
超
え
た
世
帯
数
は
平
成
１４
（
２
０

０
２
）
年
に
は
３
千
世
帯
を
超
え
ま
し
た
。

人
口
は
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
の
８
千
９

百
人
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
は
や
や
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
近
年
で
は
若
い
年
代

の
入
居
者
が
増
加
す
る
な
ど
で
、
平
成
３０

（
２
０
１
８
）
年
で
は
３
千
世
帯
、
人
口
６

千
７
百
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
あ
さ
ひ
が
丘
」
の
名
称
は
、
安
佐
町

の
「
あ
さ
」
と
日
浦
村
か
ら
「
ひ
」
を
取

り
入
れ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
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